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八
峰
町
長
を
務
め
て
か
ら
早

い
も
の
で
１
年
半
が
経
過
し
ま

し
た
。
同
窓
会
長
を
引
き
受
け

た
際
に
も
、
人
生
に
お
い
て
男

気
を
出
し
て

一
歩
前

へ
出
る

と
ま
る
で
違
う
風
景
が
見
え
て

く
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
が

首
長
の
場
合
は
、
八
峰
町
と
い

う
小
さ
な
町
で
あ

っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

く
ら
い
の
違
う
風
景
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
国
会
議
員
と
直

接
電
話
で
お
話
し
し
た
り
、
毎

月
の
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
懇
親
会

付
き
の
会
合

に
招
か
れ
た
り
、

政
府

へ
の
要
望
活
動
等
で
県
外

出
張
が
頻
繁
に
あ

っ
た
り
、
高

齢
者
と
呼
ば
れ
る
領
域
に
入

っ

て
か
ら
人
生
で
初
め
て
と
い
う

こ
と
の
連
続
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
定
年
退
職
し
た
６０
歳
過
ぎ
が

人
生
の
ピ
ー
ク
だ
と
思

っ
て
い

ま
し
た
が
、
実
は
そ
う
で
は
な

同
窓
会
員
の
皆
様

ヘ

星

真

森

田

新

一
郎
（４０
期
）

く
、
健
康
で
あ
れ
ば
、
知
識
、

経
験
、
人
脈
な
ど
の
モ
ノ
サ
シ

で
考
え
れ
ば
７０
歳
か
ら
７５
歳
く

ら
い
が
人
生
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
、

私
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
は

な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
軟
式
野
球
部
は
２
年

連
続
１９
回
目
の
全
国
大
会

へ
出

場
し
ま
し
た
。
数
々
の
実
績
を

残
し
た
今
畠
監
督
か
ら
バ
ト
ン

を
受
け
た
若

い
井
川
監
督
が

監
督
１
年
目
で
全
国
大
会

へ
出

場
と
い
う
快
挙
を
遂
げ
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
鹿
児
島
実
業
に

惜
敗
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

選
手
、
監
督
と
も
に
よ
く
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会

に
向
け
た
寄
付
金
活
動
に
協
力

し
て
く
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
硬
式
野
球
部
は
県
北
大

会
で
準
優
勝
し
全
県
大
会

へ
出

「十里強歩大会」のこと

◎日時 令 和2年 1月 25日 ω

議演会 午 後4時

講師 納 谷建築設計事務所

納谷 学 氏(49期 )

演題 「秋田杉の可能性」

懇親会 午 後5時

◎会場 プ ラザ都(能代市柳町)

電話(0185)54-2244

◎会費 5,000円 (当日持参)
※当番幹事は49期,59期で帆
参加申し込みは同窓会事務局または各

期幹事へ連絡してください。

同窓会事務局 (能代高校内)

電話 (0185)54-2230
FAX(0185)54-2231

校長 山 田 浩 充
(50期)

あ天度でたとれ行 よ はやちし戦り中ま戦 ぞ 生思り
げのくす

°
んま事今う

｀
地のて争ものす前これのいま

て 満
一
事 しは わ 続  い しん た と

ノ
。ょ能 い

申
R∨ れ 窓 の |

/

場
し
ま
し
た
。
結
果
は
秋
田
商
業

に

し

っ
か
り
と
抑
え
ら
れ
た
悔
し

い
ベ

ス
ト
８
で
し
た
。

こ
の
悔

し
さ
を

バ

ネ

に
シ
ー
ズ

ン
オ

フ
の
ト

レ
ー

エ
ン

グ
を
頑
張

っ
て
ほ
し

い
と
期
待
し
ま

す
。今
年

の
入
会
式
は
４３
期

の
加
賀
義

章
氏

の
進
行

で
五
十
嵐
馨
氏
が
激
励

の
あ

い
さ

つ
、
私
が
八
峰
町
議
会
初

日

の
本
会
議

の
た
め
３９
期

の
山
本
達

行
副
会
長
が
歓
迎
の
あ

い
さ

つ
を
し
、

男
子
１
２
５
名
、
女
子
１
０
０
名

の

合
計

２
２
５
名

の
皆
様
を
同
窓
会

に

お
迎
え
し
ま
し
た
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か
ら

母
校
を
温
か
く
見
守
り
、
心
強
い
応
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
本
校
の
伝
統
行
事
で

あ
る

「十
里
強
歩
大
会
」
が
無
事
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
秋
田
県
内

で
は
、
今

年
も
人
里

へ
の
熊
の
出
没
が
頻
繁
に
あ

り
、
人
が
襲
わ
れ
る
と
い
う
被
害
も
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
行
事
等

を
取
り
止
め
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま

す
。
強
歩
大
会
が
行
わ
れ
る
頃
に
は
、

能
代
市
内
で
も
熊
の
出
没
に
注
意
を
促

す
防
災
無
線
が
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
と
し
て
は
、
生
徒
の
安
全
確
保

を
第

一
に
、
本
校
の
三
大
行
事
で
あ
る

強
歩
大
会

の
存
続
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
年
も
同
窓
生
を
含
む

保
護
者
の
皆
さ
ん
や
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
献
身
的
な
ご
協
力
の
も
と
、
無
事
に

強
歩
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。私
も
在
学
中
の
三
年
間
、
こ
の
十
里

強
歩
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
た
ち

‘

の
頃
は
、
森
岳
経
由
の
コ
ー
ス
し
か
あ

秋田県立能代高等学校

同窓会事務局

〒0160184能代市字高塙2-1

能代高校内
TEL 0185-54-2230
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今
年
の
同
窓
会
総
会
は
創
立
記

念
日
９
月
２２
日
の
前
日
２‐
日

（土
）

午
後
４
時
に
プ

ラ
ザ
都
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
度

の
当
番
幹
事
は
４９

期
と
５９
期
。
物
故
同
窓
生

へ
の
黙

祷
の
あ
と
４９
期
高
嶋
祐
基
氏
の
司

会
で
進
行
さ
れ
た
。

今
年

１
月

の
新
年
祝
賀
会

が

１
３
０
名
余
と

い
う
こ
れ
ま
で
最

大
人
数
だ

っ
た
た
め
今
回
は
出
席

者
が
少
な

い
よ
う

に
感
じ
た
が
、

午
後
５
時
頃
か
ら
始
ま

っ
た
懇
親

会
か
ら
の
参
加
者
も

い
て
、
例
年

通
り
の
参
加
数
と
な

っ
た
。

例
年
は
総
会

の
席
で

「グ

ロ
ー

バ
ル
基
金

の
活
用
報
告
」
と
し
て

無
線
部
の
「Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（ア
マ
チ

ュ

ア
無
線
方
向
探
知
と
の
世
界
大
会

等

へ
の
参
加
報
告
」
が
行
わ
れ
る

の
が
恒
例
と
な

っ
て
お
り
、
今
年

も
ア
ジ
ア

・
オ
セ
ア
ニ
ア
大
会

ヘ

の
出
場
資
格
を
得
て
い
た
の
だ
が
、

開
催
国
で
あ
る
中
国
の
政
情
不
安

か
ら
大
会
そ
の
も
の
が
中
止
と
な

り
、
総
会
は
３０
分
ほ
ど
で
終
了
し

た
。懇

親
会
は
校
歌
斉
唱
で
始
ま
り
、

森
田
新

一
郎
会
長

（４０
期
）
、
山
田

浩
充
校
長

（５０
期
）
の
挨
拶
が
あ

っ

た
。
今
回
は
新
制
１
期

（１９
期
）
の

参
加
や
東
京
同
窓
会
、
秋
田
支
部

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
で
盛
り
上
が

っ
た
。

恒
例

の
東
雲
羊
羹

の
贈
呈
は
、

３３
期
が
９
名
で
１
位
。
４９
期
が
７

名
で
２
位
、
４０
期
が
５
名
で
３
位

と
な
り
、
新
制
１
期

（１９
期
）
の
菊

地
武
男
氏
、
東
京
同
窓
会
か
ら
参

加
し
た
会
長
三
浦
洋
氏

（４５
期
）
と

副
会
長
吉
田
真
由
美
氏

（４６
期
）
の

３
名
に
は
特
別
賞
と
し
て
東
雲
羊

美
が
贈
ら
れ
た
。

準■
机増会報生Ｈ

新
年
祝
賀
会
は
平
成
３‐
年
１
月

‐９
日

（土
）
午
後
４
時
か
ら
能
代
市

柳
町
の
プ
ラ
ザ
都
で
開
催
さ
れ
た
。

新
年
祝
賀
会
で
は
講
演
会
を
最

初
に
行
う
の
が
恒
例
と
な

っ
て
お

り
、
△
ラ
回
は
４８
期
小
林
真
氏

（北
秋

田
市
小
林
眼
科
医
院
院
長
）
が
「ネ

パ
ー
ル
眼
科
医
療
活
動
支
援

（ア

イ
キ
ヤ
ン
プ
）
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
画
像
を
沢
山
使

っ
て
説
明
し
た
。

ネ

パ
ー

ル
と
は
ど
う

い
う
国

か
？
か
ら
始
ま
り
、
ネ
パ
ー
ル
の

医
療

の
現
状
、
眼
科
医
療
支
援
ア

イ
キ
ヤ
ン
プ
と
は
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
？
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
活

動
を
し
て
き
た
の
か
等
を
話
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
は
寒

い
国
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
緯
度
は
奄
美

大
島
と
同
じ
、
気
候
は
亜
熱
帯
と

い
う
。
小
林
真
氏
が
紹
介
し
た
画

像
は
、
小
林
眼
科
医
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
そ
こ
に
は
今
年
も
２
月
に
ノ

ー
ダ
ラ
地
区
で
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
た
と
い
う
報
告
が
掲
載
さ 平成最大人数で語演を開く。

スクリーンが小さく見える。

懇親会の冒頭で校歌斉唱 (4番 まで)

若手同窓会員を対象とした同窓会活動参カロ促進事業の活用について‐――‐‐|‐‐■■‐■‐■|■‐‐‐‐―
高法公真 森田新一郎

一
昨年の同窓会本部総会で、「若手同窓会員を対象とした同窓会活動参加促

進事業」を創設しました。毎年、卒業式の前日、3月 1日 にその年の卒業生を同

窓会に迎える「同窓会への入会式」を行つていますが、その後の卒業生と同窓会

との接点がほとんどなく、本部や支部の総会等へも若手同窓会員の出席がほと

んどないことを踏まえ、若い段階から同窓会活動や同窓会の雰囲気等を体験で

き
釜諮感嬰部製鋼糖殿努緊封【て緋した吹路
会会報「松陵」でPRす るなどの取り組みを進めてまいりましたが、事業開始2

年目に当たる昨年度においても、残念ながら活用事例がゼロという結果になつ

てしまいました。
若い同窓会員に同窓会の雰囲気を早めに経験していただくという方向性は

正しいと思いますので、令和元年度こそは活用事例を誕生させたいと考えてお

ります。
同窓会本部の役員会でも対応を協議したところですが、これまでの能代高校

卒業後10年間ということで、何期から何期までの卒業生ということがわかりに

くいのではないかということになり、令和元年度からは、この事業の対象者を

満30歳以下とすることといたしました。
各支部におかれましては、ぜひ本事業を活用していただきますよう、よろし

くお願い申し上 げます。
なお、助成金の申請については、原則として総会等の終了後、総会等の開催案

内文と卒業した期がわかる出席者名簿を能代高校内の同窓会事務局に提出し

ていただければOKで すのでtよろしくお願いいたします。

事務局からのお知らせ
―・■■■| | | | ■|■| | | ■■

一
昨年から、同窓会

年会費 とグローバル人

材育成基金のご寄付に

ついて、コンビニで も

納入できるようにいた

しました。その関係か

ら、 同窓 会年 会費 は

2,000円 、グローバル人

材育成基金は1, 0 0 0円

と、それぞれの納入用

紙に 1日 分の金額を印

刷 してお ります。複数

日のご入金をいただけ

る場合は、金額欄を訂

正のうえ、コンビニで

はなく郵便局からご納

入いただきますようお

願いいたします。
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平成31年 3月 卒業生 進陪状況一覧

生 徒  数
男 女 計

125 100 225

大 学
国公立 33 32 65

私  立 49 47 96

短 大
国公立 2 3 5

私 立 1 3 4

専1夕 各 種学校 6 5

就 職 18 2 20

そ  の  他 8 24

同
窓
会
役
員

盆
上
死
年
匡

顧
　
間
　
佐
々
木
　
　
　
満

（１５
期
）

″
　
　
日
　
中
　
仁
　
純

（２５
期
）

会不
　
長
　
森
　
日
　
新

一
郎

（４０
期
）

副
会
長
　
柴
　
日
　
覚
　
彦

（３７
期
）

〃
　
　
山
　
本
　
達
　
行

（３９
期
）

ク
　
　
棺
　
日
　
俊
　
英

（４７
期
）

″
　
　
泉
　
　
　
牧
　
子

（組
期
）

離
血　
査
　
塚
　
本
　
首
心　
子

（４２
期
）

ク
　
　
エ
　
藤
　
敏
　
弘

（４２
期
）

″
　
　
中
　
嶋
　
日
　
士
口
（５‐
期
）

〈　
事
　
務
　
周
　
〉

広
報
部
　
小
　
林
　
勝
　
平

（３３
期
）

校
　
内
　
伊
　
藤
　
孝
　
義

（５６
期
）

″
　
　
大
　
山
　
義
　
勇

（６‐
期
）

ク
　
　
柳
　
谷
　
麻
理
子

（６‐
期
）

″
　
　
須
　
磨
　
知
　
里

（７２
期
）

△蚕
　
計
　
伊
　
勢
　
奈
緒
子

れ
て
い
る
。
「北
秋
田
市
小
林
眼
科

医
院
」
で
検
索
す
れ
ば
閲
覧
出
来

″つ
。恒

例

の
束
雲
羊
美
贈
呈
は
幹
事

期

で
あ
る
５８
期
が
４４
名

で
１
位
、

同
じ
く
幹
事

の
４８
期
が
４３
名
で
２

位
、
３３
期
が
８
名
で
３
位
だ

っ
た
。

同窓会会計報告
□平成30年 度分
(平成30年9月1日から令利元年8月31日まで)

I.経 常費

収入の部

□ 令和元年度分 同窓会経常費予算

(1)収 入

□平成30年度グ回―バル人材育成塁金会計 (令和元年8月31日現在)

-
1 保 越 金 762 199 762 19G 0

2 大 会 金 1,620,000 162000( 0 7,200円 ×226名

3 会   贅 1700000 l〕509、00( △ 191000
郵便局99 5 , 0 0 0日、
コンビニ47 6 , 0 0 0円

職良38 . 0 0 0 H

4 寄 付 金 △ 1000

5 笙宮資金繰, 1,000,00〔 1、00000C 0
基金4(秋田銀行普通)
から繰り入れ

6 そ の 他 12,00t 11,208 預金利息、新年会吸金、維収入

合  計 51084、00C 4、903、208 △ 180、792

1 繰 越 金 794、507 7621199 32,308

2 入 会 金 1‐656100( 11620,000 7,200円 ×230名

会   費 11600100( 1,700,00C △ 100000 2,000円 ×800名

寄 付 金 100〔

5 運常資金様入 1 00000〔 1 00000C
塁金4 (秋 出銀 行日

瞳)から繰 り人れ

そ の 他 △ 30〔 預金利息守

含 計 5,052300〔 5,084,00C △ 32s00(

支出の部

1 会 議  費 300,000 320369 20,36〔各支部総会出席費用等

2 菱 弔 費 10(000 11、340

3 卒業関係費 100000 92847 △ 7,153 入会記念品

4 通信印用1費 11500,000 1、371、213 △ 128787
会報印刷 発送費、
はがき、新聞広告

5 事 務  費 50100( 0 △50,001

6 寄 付  金 1 00000( 1000000

7
同窓 会活ヨ

参加僻逆事業
70000( 0 △ 70000〔

8 事 業  費 3000( 22、032 △7968 インターネット利用料

9 運営資金繰戻 1,000,00( 1 000000 0

| 会貸振込r数料 110,50( 98228 △ 12、272
LLsl史ブ"OU,υU4 J、
コンビニ3 7 3 2 4 円

1 1 予 備 費 283、50( 192.672 △90、828 生徒用椅子

合 計 508400( 4,108,701 △U7もZUt

(2)支 出

1 会 議  隻 300100( 300,00( 0 各支部絡会出席費用年

2 慶 弔  套 1000C 1000C 0 モ報等

卒業関係費 100,00C 100〕00C 0 入会記念品

通信印刷套 11500100C 11500,00C
会報印刷 発送費、
はがさ、新聞広告

5 事 務  贅 50、00( 50,00C 0 事務用品

6 寄 付  金 1,000,00C 13000,000 0 に代高校教育振興会へ

7
動

業釣陣
同

参 70000C 700,000 0 「,000円×100名

事 業  費 30、00C 30、000 0 インターネットfll川ド|

運営資金繰戻 1.000,00( 1,000,000 0
基金4(秋田銀行普
通)への繰り戻し

l 会賛振込手数料 104,00C 110,500 △ 6.500 130円 ×800

1 1 予 備  費 258,000 283,500 △ 25500

合  計 5,052,00C 5,084,000 △ 32,000

《差51残高》[収入1419031208-[支 出1411081701=7941507(次 年度への繰題鋤

秋田銀行積立 31,676,

秋田銀行定期

秋田銀行定期 1,007,143

2、125、401秋田銀行普通 2,125,41

35、7011323

収入の部

郵便局407,000円 、
コンピニ 186,000円

職貞分 19、000円

2,612,327

[収入総額]2,612,327-

支出の部

郵使用39‐780円 、コンビニ24、105円振 込 手 数 料

[支出総額]63,885〓 [残高]2,548,442(次 年度繰越金)
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「凱
歌
」
の
ル
ー
ツ
は
鴎
世
紀
の
オ
ペ
ラ
だ
っ
た

ま
ず
、
我
が
校
の
校
章
や
応
援

歌
な
ど
か
ら
導
入
す
る
こ
と
と
す

″つ
。Ｉ

　
戦
後

の
我
が
校
の
校
章
に

つ
い
て

こ
の
小
題
に
つ
い
て
は
、
戦
後

長
年
、
校
章

の
デ
ザ
イ
ン
の
考
案

者
が
不
明
と
さ
れ
て
い
た
。
筆
者

が
あ
ち
こ
ち
当
時
の
関
係
者
に
聴

い
て
調
査
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
考
案

者
は
菊
地
哲
雄
氏

〔故
人
・
Ｓ
２４
年

卒

・１９
期
生

（新
制
１
期
こ
と
判
明

し
た
ｏ
Ｈ
‐５

（２
①
①
３
年
９
月

‐５
日
の
、
料
亭

「金
勇
」
で
の
同
窓

会
総
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
て
い

る
。
詳
細
は
Ｈ
ｌ７

（２
①
０
５
）
年

９
月
１７
日
発
行
の
「松
陵
八
十
年
」

に
筆
者
が
記
し
て
い
る
。

第
３０
期

（新
制
１２
期
）

工

　

藤

　

茂

由日一

Ｈ
　
我
が
校

の
応
援
歌
の
ル
ー

ツ
全
般
に
つ
い
て

ま
ず
、
フ」
の
小
題
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
「能
代
高
校
同
窓
会
報

・松

陵
」
の
Ｈ
ｌＯ

（１
９
９
８
）
年
１２
月

の
第
１０
号
、
Ｈ
ｌｌ

（１
９
９
９
）
年

‐２
月
の
第
１１
号
、
Ｈ
ｌ２
⌒２
①
Ｏ
①
）

年

１２
月

の
第

１２
号

に
記

し

て
い

る
。
以
後
約
２０
年
経

っ
て
い
る
た

め
に
敢
え
て
記
す
。①
応
援
歌

「戦

わ
ん
哉
」
は
、
旧
制
第
四
高
等
学
校

（金
沢
市
、
以
下
ナ
ン
バ
ー
制

の
名

称
の
旧
制
高
等
学
校
は
ナ
ン
バ
ー

で
記
す
）
の

「南
下
軍
の
歌
」
が
元

曲
。
作
詞
者
は
旧
制
能
代
中
学

（以

下
、
能
中
と
記
す
）
の
能
代
市
柳
町

在
住

の
久
喜
健
男
氏

（Ｓ
ｌ４
卒
・１０

期
生
）
ら
有
志
で

「松
陵
健
児
」
を

造
語
し
た
の
も
久
喜
氏
ら
で
あ
る
。

現
在
の
歌
詞
は
少
し
変
え
ら
れ
て

筆
者
略
歴

・
昭
和
３５
年
能
代
高
等
学
校
卒

・
昭
和
４‐
年
弘
前
大
学
医
学
部
卒

・
昭
和
４６
年
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了

・
昭
和
５５
年
二
藤
泌
尿
器
科
医
院
開
設

。
「能
代
寮
歌
を
愛
す
る
会
」
会
長

い
る
。
②
応
援
歌

「北
羽
に
吠
ゆ

る
」
は
、
六
高

（岡
山
市
）
の
「新
潮

走
る
」
が
元
曲
。
③

「凱
歌

・
天
馬

空
征
く
～
」
は
、
一
高
水
泳
部
部
歌

の
「狭
霧
は
れ
ゆ
く
」
が
元
曲
。
④

応
援
歌

「日
本
海
」
の
作
詞
者
は
能

中
６
期
生
の
佐
藤
二
郎
氏
、
作
曲

者
は
音
楽
の
先
生
。
⑤

「遠
征
歌

・

潮
騒
さ
ゆ
る
北
海
の
～
」
に
は
、
Ｓ

３
年
～
７
年
ま
で
能
中
に
在
職
し

た
、
作
詞
者
の
四
高
出
身

の
英
語

の
先
生
で
あ

っ
た
二
宮
龍
雄
先
生

（故
人
、
本
校
同
窓
会
誌
の
竜
夫
は

誤
字
）
が
、
不」
自
分
が
四
高
で
作
詞

し
た
唇
歌

「あ

ゝ
幽
明
の
」
歌
詞

の

一
部
か
ら

「潮
騒
さ
ゆ
る
北
の

海

（能
中
で
は
「潮
騒
さ
ゆ
る
北
海

の
」
と
し
て
と
を
、
遠
征
歌

「清
涙

千
里
」
か
ら
「誰
か
と

ゞ
め
ん
若
人

の
／
嵐
に
向
ふ
熱
血
を
」
を
入
れ

た
と
。
作
曲
者
は
Ｓ
３
年
～
８
年

ま
で
能
中

に
在
職
し
た
、
当
時
野

球
部
部
長
の
山
上
可
也
先
生

（故

人
）
。
⑥

「遭
遥
歌

・
洛
陽
寒
く
／

黄
昏
て
～
」
は
、
曲
も
歌
詞
も
四
高

の
「剣
道
部
優
勝
歌
」
を
そ

っ
く
り

拝
借
し
た
も
の
で
あ
る
。

皿
　
我
が
校
の
「凱
歌
」
の
ル
ー

ツ
が

一
高
の

「狭
霧
は
れ
ゆ

く
」
だ
と
気
付
い
た
き

っ
か

け
と
そ
の
後

我
が
校

の
「凱
歌
」

天
馬
空
征

く
／
雄
た
け
び
に
／
燃
ゆ
る
健
児

の
／
意
気
の
火
や
／
宴
に
け
が
れ

し
／
巷
を
よ
そ
に
／
春
秋
き
た

ヘ

し
／
腕
に
よ
り
て
／
誉
れ
は
高
し

／
優
勝
旗

（２
番
ま
で
あ
り
）

の

ル
ー
ツ
が

一
高

（東
京
大
学
教
養

学
部

の
前
身
）
の
水
泳
部
部
歌

「狭

霧
は
れ
ゆ
く
上
以
下
、
「狭
霧
」
と

記
す
）
で
あ
る
の
に
気
付

い
た
き

っ
か
け
を
記
す
。

多
分
Ｈ
８

（１
９
９
６
）
年
の
後

半
か
９
年

の
初
め
頃
だ

っ
た
と
思

う
。
あ
る
方
か
ら
頂

い
た

一
高
の

あ
る
方
の
追
悼
寮
歌
の
ビ
デ
オ
テ

ー
プ

（Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
を
観
て
い
て

「あ

れ

っ
」
と
気
が
付

い
た
。
メ

ロ
デ

イ
ー
が
我
が
校
の
「凱
歌
」
に
そ

っ

く
り
で
は
な

い
か
。
た
だ
し
、
歌

詞
は

「凱
歌
」
が
五
行
で
「狭
霧
」
は

七
行
で
あ
る
。
検
討
す
る
に
、
「狭

霧
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
の
三
、
四
行
目

は

一
、
一
一行
日

の
繰
り
返
し
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、
Ｈ
９
（１
９
９
７
）
年

５
月
１６
日
の
料
亭

「金
男
」
で
の
第

‐８
回
能
代
寮
歌
を
愛
す
る
会

（以

下
、
能
代
寮
歌
と
記
す
。
寮
歌
愛

好
家
を
招
く
会
の
ほ
か
に
能
代
会

員
だ
け
の
会
も
行

っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
文
で
の
第
○
回
は
連
続
し
て

い
な

い
）
か
ら
初
め
て
軍
歌
プ

ロ

グ
ラ
ム
に
「狭
霧
」
と

「凱
歌
」
の
両

方
の
歌
詞
を
載
せ
、
関
東
・関
西
か

ら
の
寮
歌
愛
好
家
達
の
中
の
、　
一

高
①
Ｂ
の
方
二
人
に
先
に
「狭
霧
」

を
歌

っ
て
い
た
だ
き
、
続

い
て
当

時

の
宮
腰
洋
逸
能
代
市
市
長

（故

人
）
の
「母
な
る
歌
、
父
な
る
歌
を

聞
か
せ
て
い
た
だ

い
た
」
と
の
挨

拶

の
後

「凱
歌
」
を
歌

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
毎
年
必
ず

「狭
霧
」

の
あ
と
で
「凱
歌
」
を
歌
う
の
を
定

香
と
し
て
い
た
。
ち
な
み
に

「狭

霧
」
の
歌
詞
の

一
番
は
、
狭
霧
は
れ

ゆ
く
あ
か
つ
き
の
／
鏡
が
浦

の
浦

風
に
／
白
帆
か

ゝ
げ
て
漁
人

（ふ

な
び
と
）
の
／
雄
々
し
き
今
朝
の

船
出
哉
／
我
ら
も
さ
ら
ば
と
く
起

き
て
／
清
き
波
間
に
浮
か
び
て
は

／
健
兄
の
歌
を
う
た
は
ず
や
　
で

あ
る
。
３
番
ま
で
あ
り
。
後
述
Ｖ

の
森
下
達
郎
氏
の
文
献
に
よ
れ
ば
、

鏡
が
浦
と
は
千
葉
県
の
館
山
湾
の
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別
称
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
詳

し
く
は
、
同
じ
く
Ｖ
の
霊
い
り
継
ぎ

た

い
東
大
水
泳
部
の
歴
史
」
で
は

館
山
湾
の
中
の
北
条
海
岸
と
い
う
。

先
ず
最
初

に
疑
間
に
思

っ
た
の

は
、
ど
な
た
が
い
つ
頃
能
中
に
「凱

歌
」
を
も
た
ら
し
た
か
で
あ

っ
た
。

大
瀧
清
氏

（故
人

一
一
高
Ｓ
２５
年

文
科
卒
）
の
大
変
な
協
力
で
調

べ

て
み
た
が
、
結
局
は
分
か
ら
ず
じ

ま

い
に
終
わ

っ
た
。

能
中
は
Ｔ
ｌ４
（１
９
２
５
）
年
４

月

に
第

１
期
生

が
入
学

し

て

い

る
。
「狭
霧
」
は
Ｍ
４３

（１
９
１
０
）

年
に
作
ら
れ
て
い
る
。
前
述
Ｈ
の

①

に
記
し
た
久
喜
健
男
氏
か
ら
の

お
手
紙
で
は
次
の
ご
と
く
で
あ

っ

た
。
現
在
の
「凱
歌

・天
馬
空
征
く

～
」
は
Ｓ
９

（１
９
３
４
）
年
入
学

時
に
は
応
援
歌
と
し
て
教
え
ら
れ

た
。
作
詞
者

は
能
中

の
先
生
と

聞

い
た
が
プ
リ
ン
ト
も
紛
失
、
氏

名
も
失
念

し
た
。
凱
歌
と
し

て

は
、
日
本
海
の
荒
波

の
／
燃
ゆ
る

血
潮
の
し
ぶ
き
浴
び
／
雄
図
め
ざ

し
て
今
立
て
り
／
健
児
征
馬
の
ゆ

く
と
こ
ろ
／
敵
城
潰
え
て
影
も
な

し
／
勝
利
勝
利
／
誉
れ
は
高
し
我

ら
が
選
手
　
が
Ｓ
９
年
の
秋
か
１０

年
の
春

に
新
作
と
し
て
発
表
さ
れ

た
。
な
る
ほ
ど
歌
詞
は
凱
歌
で
あ

る
。
筆
者
が
能
代
高

に
入
学
し
た

Ｓ
３２

（‐
９
５
７
）
年

に
は
こ
の
歌

は
「日
本
海
」
と
題
す
る
応
援
歌
で

あ

っ
た
。

そ
の
後
、
能
代
寮
歌
で
は

一
高
，

東
大
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
「狭
霧
」
を
先

に
歌

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
能

中
卒
と
能
代
高
卒
の
能
代
会
員
が

「凱
歌

・
天
馬
空
征
く
～
」
を
歌
う

と
い
う
進
行
を
何
の
疑
問
も
な
く

毎
年
繰
り
返
し
て
き
た
。　
三
高

・

東
大
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
は
、
異
見

は
全
く
な
か

っ
た
。

Ⅳ
　
島
崎
誠

一
氏
の
疑
問

Ｈ
２９

（２
①
ｌ
７
）
年
６
月
１４
日

の
第
５７
回
能
代
寮
歌
に
島
崎
誠

一

氏

（Ｓ
３５
年
東
大
入
学

・
含
気
道

部
・工
Ｓ
４０
年
卒
）
や
山
成
喬
彦
氏

（Ｓ
３５
年
東
大
入
学

大
田
気
道
部

・

農
・水
産
Ｓ
４０
年
卒
）
ら
が
初
参
加

し
た
。
と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
同
年

１０
月
に
、
島
崎
氏
が

一
高
の

「狭

霧
」
が
遠
く
秋
田
の
能
代
で
歌
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
と
感
謝
の

気
持
ち
を
示
し
な
が
ら
も
、

ョ
狭

霧
』
と
能
代
高
の

『凱
歌
』
と
は
微

妙
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
違
う
」
と
言

い
出
し
、
①

「狭
霧
」
が
何
ら
か
の

形
で
能
中
に
伝
わ

っ
た
か
②
原
曲

が
、
直
接
或
い
は
別
ル
ー
ト
で
能

代
に
伝
わ

っ
た
こ
と
も
有
り
得
る

と
筆
者
に
手
紙
を
よ
こ
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
能
代
で
の
体
験

を

「秋
田

（能
代
）
の
狭
霧
は
れ
ゆ

く
」
と
し
て
、
西
伊
豆
の
戸
田
（現

沼
津
市
）
に
在
る
東
大
保
健
体
育

寮

の

一
つ
、
戸
田
（
へ
だ
）
寮
の
寮

委
員
の
①
Ｂ
会
で
、　
ユ
ー
モ
ア
的

名
称
の
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
会
」
の
会
員

な
ど
た
く
さ
ん
の
仲
間
に
紹
介
し

て
く
だ
さ

っ
た
。
音
楽
に
造
詣
が

深

い
人
の
知
見
を
期
待
し
て
の
こ

と
だ

っ
た
と

い
う
。
筆
者
は
、
「Ｓ

９
年

（１
９
３
４
）
に
は
能
中
に
既

に
あ

っ
た
し
、
能
代
高
校

の
音
楽

の
先
生
で
あ

っ
た
中
田
正
則
先
生

（改
人
・Ｓ
３８
年
卒
・３３
期
生
）
が
能

代
高
の
『校
歌

・
応
援
歌
集
』
を
採

譜

・
作
成
し
た
の
は
今
か
ら
で
も

２７
年
前
の
Ｈ
２
（１
９
９
③
）
年
３

月
で
あ
る
。
『凱
歌

（当
時
は
応
援

歌
と
も
口
伝
、
日
伝
を
繰
り
返
し

て
、
実
に
Ｓ
９
年
か
ら
半
世
紀
以

上
も
経

っ
た
５６
年
後

に
採
譜
さ
れ

て
い
る
。
多
少
違
う
の
は
当
た
り

前
で
は
な

い
で
す
か
」
と
少
し
つ

っ
ぱ
ね
気
味
の
返
事
を
し

つ
つ
も
、

島
崎
氏
と
山
成
氏
に
中
田
正
則
先

生
が
採
譜
し
た

「凱
歌
」
の
楽
譜
と

Ｃ
Ｄ
を
送

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
勿

論
筆
者
も

「狭
霧
」
の
楽
譜
は
持

っ

て
い
る
。

Ｖ
　
「狭
霧
」
の
作
詞
者
、
編
曲

者
、
原
曲
な
ど

こ
の
騒
ぎ
？
に
先
立

っ
て
、
下

田
孝
氏
〔Ｓ
３４
年
東
大
入
学
・応
援

部
（筆
者
注

↓
東
大
で
は
、
運
動
部

関
係
者
は
入
学
年
度
で
言
う
と
い

２ヽ

は
島
崎
、山
成
の
両
氏
に
森
下

達
郎
氏
（東
大
法
Ｓ
３４
年
卒
）
著
の

電
寮
歌
研
究
報
告
』
１
１
３
名

一

高
寮
歌
解
説
書
の
落
穂
拾

い
こ

（そ
の
九
十
三
）
な
る
文
献
を
紹
介

し
た
。
そ
の
コ
ピ
ー
を
両
氏
が
筆

者
に
送

っ
て
来
た
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｍ
４３
年
作
の

「狭
霧
」
の
作
詞
者
は
末
弘
厳
太

郎

（
い
づ
た
ろ
う
）
氏

（Ｍ
４‐
年
東

京
帝
大
法
卒

・
Ｔ
２
年
水
泳
部
師

範

・
東
京
帝
大
法
学
部
教
授
）
、
原

曲
は
Ｃ
・
Ｗ

・
グ
ル
ッ
ク
で
、編
曲

は
加
福
均
三
氏

（Ｍ
３９
年
東
京
帝

大
理
卒
・Ｍ
４３
年
水
泳
部
師
範
ム
ロ

北
帝
大
教
授
）
で
あ
る
。
加
福
氏

は
グ
ル
ッ
ク
の
オ
ペ
ラ

「オ
ル
フ

ェ
オ
と
エ
ウ
リ
デ
イ
ー
チ

ェ
」
か

ら
現
在
の
水
泳
部
部
歌
を
選
出

・

編
出
し
た
と
あ
る
。
筆
者
が
調

べ
て
み
る
と
、
原
曲
の
作
者
ク
リ

ス
ト
フ
・ブ
イ
リ
バ
ル
ト
・グ
ル
ッ

ク
（１
７
１
４
年
～
１
７
８
７
年
。

以
下
、
グ
ル
ッ
ク
と
記
す
）
は
ド
イ

ツ
生
ま
れ
の
方
で
あ

っ
た
。

Ⅵ
　
津
田
正
夫
氏
は
、
オ
ペ
ラ

観
劇
中
「狭
霧
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
出
て
来
て
息
を
呑
ん
だ

そ
の
後
、
島
崎
、
山
成
の
両
氏
か

ら
下
記

の
同
じ
資
料
が
届

い
た
。

島
崎
氏
に
よ
る
と
、
後
述
す
る
林

裕
三
氏

〔東
大
Ｓ
３４
年
入
学
・水
泳

部
）
が
下
記
の
津
田
氏
の
エ
ッ
セ

イ
を
紹
介
し
て
く
れ
た
と

い
う
。

〔語
り
継
ぎ
た

い
東
大
水
泳
部

の

歴
史

（日
本
水
泳
連
盟
４０
年
史
は

か
資
料
に
よ
る
こ
の
中
の
、　
一
高

水
泳
部
部
史
に
よ
る
と
し
て
、
津

田
正
夫
氏

（島
崎
氏
に
よ
る
と
、
一

高
Ｔ
８
年
卒

・
Ｔ
Ｈ
年
京
都
帝
大

卒

・内
務
省
入
省

・Ｔ
ｌ２
年
～
Ｓ
ｌ４

年
Ｉ
Ｌ
Ｏ
在
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
日
本
政

府
事
務
所
に
勤
務
）
が
「狭
霧
晴
れ

行
く
」
と
題
し
て
以
下
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

私
が
水
泳
部
で
そ
の
部
歌

「狭

霧
晴
れ
行
く
あ
か
つ
き
の

（筆
者

注

¨
原
文
の
ま
ま
と
を
初
め
て
聞

い
た
と
き
、
そ
の
歌
曲
が

一
高
の

部
歌
と
は
凡
そ
ほ
ど
遠

い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
、
不
思
議

に
思

っ
た
。
明
治
４３
年
に
で
き
た
こ
の

部
歌
の
歌
詞
は
末
弘
先
輩

（当
時

水
泳
部
助
手
）
そ
れ
に
加
福
先
輩

（当
時
水
泳
部
師
範
）
が
編
出
さ
れ

た
と
承
知
し
て
い
る
が
、　
一
体
ど

こ
の
誰
の
原
曲
か
ら
こ
う
云
う
風



令和元年12月1日 第 31号    能 代高校同窓会報 ・松陵

に
編
曲
さ
れ
た
の
か
、
ど
う
に
か

し
て
そ
の
原
曲
の
作
曲
者
の
名
を

知
り
た

い
と
思

っ
て
い
る
う
ち
に
、

一
高
、
大
学
を
通
し
て
の
水
泳
部

生
活
を
終
わ
り
、
直
ぐ
外
国
生
活

を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

戦
前

の
あ

る
年
、
私

は

ベ
ル

リ
ン
で
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
ベ
ー

ト
ー

ベ
ン
の
先
輩

の
グ

ル

ッ
ク

（１
７
１
４
～
１
７
８
７
）
の
歌
劇

「オ
ル
フ

エ
オ
　
ユ
　

エ
ウ
リ
デ

イ
ス
」
を
観
劇
し
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
第
三
幕
の
終
わ
り
の

「恋
の

凱
歌
」
の
合
唱
で
あ
の
「狭
霧
晴
れ

行
く
あ
か
つ
き
の
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
出
て
来
た
。
私
は
瞬
間
息
を
呑

む
く
ら
い
驚

い
て
、
暫
く
は
眼
前

の
オ
ペ
ラ
の
こ
と
を
忘
れ
て
了

っ

た
。そ
し
て
、
あ
あ
、
こ
れ
な
の
か
、

そ
れ
に
し
て
も
加
福
先
輩
は

一
体

ど
う
い
う
経
緯
で
こ
れ
を
採
り
入

れ
て
水
泳
部
歌
に
し
た
の
か
、
と

考
え
た
。
そ
の
時
す
で
に
加
福
先

輩
は
逝
去
し
て
お
ら
れ
た
の
で
い

ろ
い
ろ
の
先
輩
に
聞

い
た
が
誰
も

知
ら
な

い
。

こ
の

「オ
ル
フ
エ
オ
　
ユ
　

エ

ウ
リ
デ
イ
ス
」
は
名
歌
劇
で
は
あ

る
が
、
何
し
ろ
大
作
だ
し
、
そ
れ
に

上
演
す
る
に
当
た

っ
て
は
大
が
か

り

の
舞
台
装
置
が
必
要
な

の
で
、

ど
の
国
の
オ
ペ
ラ
座
で
も
上
演
出

来
る
も
の
で
は
な

い
。
私
も
長

い

外
国
生
活
の
下
で
ベ
ル
リ
ン
、
ウ

イ
ー
ン
、
そ
れ
に
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
の
コ
ロ
ン
劇
場
で
観
劇
し
た

く
ら
い
だ
。
私
は
こ
の
オ
ペ
ラ
を

観
劇
す
る
毎
に
、
そ
の
筋
な
ど
は

ど
う
で
も
い
い
、
た
だ
第
二
幕
の

合
唱
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
、
い

つ
も
家
妻
に
、
こ
れ
が
水
泳
部
歌

だ
と
云
っ
て
、
そ
の
あ
と
は
頭
の

中
で
八
幡
の
浜
を
思
い
浮
か
べ
て

陶
然
と
し
て
い
た
の
で
、
今
も

っ

て
オ
ペ
ラ
の
細
か
い
こ
と
は
覚
え

て
い
な
い
。
（途
中
割
愛
）
。
併
し

凡
そ
寮
歌
、
部
歌
で
外
国
の
オ
ペ

ラ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
か
ら
採

っ
た
も

の
は
恐
ら
く
我
が
水
泳
部
歌

「狭

霧
晴
れ
行
く
あ
か
つ
き
の
」
し
か

な
い
だ
ろ
う
。
（以
下
割
愛
）
。

Ⅶ
　
オ
ペ
ラ
の
あ
ら
す
じ

な
お
、
「オ
ル
フ
エ
オ
と

エ
ツ

リ
デ
イ
ス
」
は
、
グ
ル
ッ
ク
が

１
７
６
２
年
に
作
曲
し
た
も
の
で

あ
る
。
ス
ペ
ル
の
読
み
方
に
よ
り

「オ
ル
フ
エ
オ
と

エ
ウ
リ
デ
イ
ー

チ
ェ
」
と
も
言
い
、
原
作
は
ギ
リ
シ

ャ
神
話
で
あ
る
。
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ

ｄ
ｉ
ａ
に
よ
る
あ
ら
す
じ
を
さ
ら

に
短
縮
し
た
内
容
は
以
下
の
ご
と

く
で
あ
る
。

【第
１
幕
】
オ
ル
フ
エ
オ
は
毒
蛇
に

咬
ま
れ
た
妥
エ
ウ
リ
デ
イ
ー
チ

ェ

の
死
に
泣
さ
崩
れ
、
連
れ
戻
し
に

黄
泉

の
国

へ
行
く
と
神
々
に
言
う
。

愛
の
神
の
と
り
な
し
で
、
神
々
は

彼
を
憐
れ
み
、
彼
が
黄
泉
の
国
に

行

っ
て
妻
を
連
れ
て
来
る
の
を
許

す
。
し
か
し
、
何
が
あ

っ
て
も
決

し
て
妻
を
振
り
返

っ
て
見
て
は
い

け
な

い
と
厳
し
く
言
わ
れ
る
。

【第
２
幕
】
嘆
き
の
川
の
入
り
口
に

い
る
復
讐
の
女
神
や
死
霊
た
ち
を

彼
は
勇
気
を
も

っ
て
竪
琴
を
奏
で

て
静
め
、

エ
リ
ゼ
の
国
で
妖
精
た

ち
と
歌

っ
て
い
る
妻
を
発
見
。
彼

は
妻

の
姿
を
見
え
な

い
よ
う
に
し

て
手
を
取
り
地
上

へ
向
か
う
。

【第
３
幕
】

エ
ウ
リ
デ
イ
ー
チ

ェ

は
初

め

の
う
ち

は
喜

ん

で

い
た

が
、
オ
ル
フ
エ
オ
が
自
分
の
方
を

見
よ
う
と
し
な

い
の
に
不
審
を
抱

き
愛
が
冷
め
た
の
で
は
な

い
か
と

夫
に
付

い
て
行

こ
う
と
し
な
か

っ

た
。
絶
望
し
た
オ
ル
フ
エ
オ
は
耐

え
き
れ
ず
妻

の
方
を
振
り
向

い

て
し
ま

っ
た
。
そ
の
と
た
ん
、

エ

ウ
リ
デ
イ
ー
チ

ェ
は
倒
れ
て
息
絶

え
て
し
ま

っ
た
。
オ
ル
フ
エ
オ
は

嘆
き
、
短
剣
で
自
殺
を
決
意
す
る
。

そ
の
時
愛

の
神
が
現
れ
、
「お
前
の

愛
の
誠
は
十
分
示
さ
れ
た
」
と
告

げ
、

エ
ウ
リ
デ
イ
ー
チ

ェ
は
再
び

息
を
吹
き
返
す
。
二
人
は
抱
き
合

っ
て
喜
ぶ
。
オ
ル
フ

エ
オ
は
羊
飼

い
や
ニ
ン
フ
た
ち
と
共
に
愛
の
神

に
感
謝
し
、

エ
ウ
リ
デ
イ
ー
チ

ェ

も
愛
の
神
に
感
謝
し
、
全
員
が
愛

の
神
を
称
え
る
中
で
オ
ペ
ラ
が
終

わ
る
。
津
田
氏
と
後
述
の
加
藤
氏

に
よ
る
と
、
こ
の
最
後
の
第
二
幕

第
二
場
の
合
唱
が
「恋
の
凱
歌
」
で

あ
り
、

「狭
霧
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が

出
て
来
る
と

い
う
。

Ⅷ
　
グ
ル
ッ
ク
の
オ
ペ
ラ
原
曲

／

一
高

の
狭
霧
／
能
中
の
凱

歌

の
比
較
検
討

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
島
崎
氏

ル
ー
ト
と
山
成
氏
ル
ー
ト
の
二
つ

の
分
析
結
果
が
筆
者
に
寄
せ
ら
れ

た
。

（１
￥
日
田
隆
氏
の
分
析
と
推
論

先
ず
島
崎
氏
ル
ー
ト
で
あ
る
。

前
述
Ⅵ
の
林
裕
三
氏
の
問

い
に
同

期
の
吉
田
隆
氏

（Ｓ
３４
東
大
入
学

・

水
泳
部
）
が
返
信
し
た
も
の
で
あ

る
。
Ｈ
２９

（２
①
ｌ
７
）
年
１０
月
２‐

日
付
で
あ
る
。
吉
田
氏
は
６０
歳
を

過
ぎ
て
声
楽
を
始
め
た
方
で
あ
る

と
い
う
。
氏
は
３

つ
の
楽
譜
を
音

楽
理
論
か
ら
分
析
し
次
の
結
論
に

達
し
た
と
い
う
。

結
論

¨

「狭
霧
」
を
聴

い
た
方

が
、
そ
の
作
曲

の
由
来
か
ら
、
グ
ル

ッ
ク
の
原
曲
を
聴
き
、
自
ら
も
編

山
に
挑
戦
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
理
由
①

「狭
霧
」
の
最
後
の
方

の

「日
頃
の
意
気
を
示
さ
ず
や
」
の
部

分
は
、
原
曲
で
は
、
別
の
場
所
で
ソ

プ

ラ
ノ
に
よ

っ
て
歌
わ
れ

て
い

る
。
そ
の
部
分
が
両
者
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
「凱
歌
」
の
編
曲
者

（島
崎

氏
注

¨
恐
ら
く
能
中

に
関
係

の

あ

っ
た
方
）
が
事
前
に

「狭
霧
」
を

聴

い
て

い
た

こ
と
は
間
違

い
な

い
。
②
原
曲
は
力弱
起
の
山

（最
初

の
小
節
が
８
分
音
符

の
み
と
だ
が
、

「凱
歌
」
は
普
通
の
４
／
４
で
始
ま

っ
て
お
り
弱
起
で
は
な

い
。
編
曲

し
よ
う
と
す
る
方
は
、
弱
起
か
ど

う
か
く
ら

い
は
判
る
。
そ
こ
で
あ

え
て
、
「狭
霧
」
と
は
異
な
る
曲
に

し
よ
う
と
考
え
た
。
（以
下
割
愛
）
。

Ｈ
２９

（２
③
ｌ
７
）
年
６
月
の
能
代

寮
歌

に
参
加
し
て

「狭
霧
」
と

「凱

歌
」
を
聴

い
て
両
者
は
微
妙
に
違

う
と
言
い
出
し
た
島
崎
氏
は
、
吉

田
氏
の
結
論
に
納
得
し
、
ス
ッ
キ

リ
し
た
感
じ
で
満
足
し
た
と

い
う
。

吉
田
氏
、
筆
者
か
ら
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（２
）
加
藤
孝
雄
氏
の
分
析
と
推
論

次

に
山
成
氏

ル
ー
ト

で
あ
る
。

加
藤
孝
雄
氏

（Ｓ
３６
年
東
大
入
学
・

水
泳
部

・
工

・
電
子
科
Ｓ
４０
年
卒
）

の
分
析
と
推
論
で
あ
る
。
Ｈ
２９
年

（２
①
ｌ
７
）
年
１２
月
２０
日
と
Ｈ
３０

年

（２
①
ｌ
８
）
年
３
月
７
日
の
日

付
が
あ
る
。
３
月
１１
日
に
山
成
氏

よ
り
筆
者
に
届

い
た
。
勿
論
島
崎
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氏
も
入
手
し
て
い
る
。

結
論

↓

「凱
歌
」
は

「狭
霧
」
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、

「凱
歌
」
の
作
曲
者

が
グ
ル
ッ
ク
の
原
由

に
接
触
し
た

可
能
性
は
排
除
で
き
な

い
。
島
崎

氏
も
こ
の
結
論
に
は
自
分
の
最
初

の
推
測
が
当
た

っ
て
大
満
足
で
あ

る
。
加
藤
氏
は
水
泳
部
ゆ
え
、
「狭

霧
」
が
グ
ル
ッ
ク
の
オ
ペ
ラ
か
ら

の
編
曲
で
あ
る
の
は
入
学
早
々
知

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
は
深
く

考
え
て
い
な
か

っ
た
と
述

べ
つ
つ

も
、
何
と
Ａ
４
判
Ｈ
頁
に
及
ぶ
驚

く

べ
き
工
学
的
比
較
検
討
を
し
て

い
る
。
実
は
筆
者
は
解

っ
た
よ
う

な
、
解
ら
な

い
よ
う
な
気
が
す
る

の
み
で
あ
る
。
紙
幅

に
限
り
あ
り
、

要
点

の
み
を
簡
記
す

る
。
①

調

の
統

一
。
「グ
ル
ッ
ク
」
と

「狭
霧
」

は

二
長
調
、

「凱
歌
」
は

ハ
長
調
な

の
で
、

「凱
歌
」
を

二
長
調
に
移
調

し
て
比
較
。
②
拍
子
の
統

一
。
「グ

ル
ッ
ク
」
と

「狭
霧
」
は
２
／
４
拍

子
、

「凱
歌
」
は
４
／
４
拍
子
な
の

で
、
「凱
歌
」
を
見
か
け
上
の
２
／

４
拍
子
に
し
て
比
較
。
③
曲
の
長

さ
。
「狭
霧
」
は
２８
小
節
、
「凱
歌
」
は

２０
小
節
で
あ
る
が
、

「狭
霧
」
の
最

初

の
８
小
節
と
次
の
８
小
節
は
繰

り
返
し
な
の
で
、
最
初
の
８
小
節

を
な

い
も
の
と
し
て
２０
小
節
に
し

て
対
比
。
④
比
較
単
位

へ
の
分
解
。

氏
の
考
え
た
工
学
的
比
較
と
し
て
、

３
曲
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
最
も

短
い
単
位
（１６
分
音
符
）
を
用
い
て

全
曲
を
分
解
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
単

位
音
を
比
較
。
⑤
距
離
の
定
義
。

対
比
す
る
３
曲
の
そ
れ
ぞ
れ
対
応

す
る
１６
分
音
符
の
音
程
の
差
を
距

離
と
し
て
定
義
し
、
同
じ
音
名
は

距
離
０
、
半
音
違
い
は
距
離
５
、
１

音
違
い
は
距
離
１０
、
２
音
違
い
は

距
離
２０
等
と
す
る
。
⑥
距
離
の
算

出
。
距
離
の
定
義
に
則

っ
て
３
曲

間
の
相
互
距
離
を
算
出
。
②
章
の

導
入
。
３
曲
は
４
小
節
単
位
と
な

っ
て
い
る
の
で
豆
暑

と
い
う
単
位

を
特
別
に
導
入
し
て
、
２０
小
節
を

５
章
構
成
と
定
義
し
、
３
曲
の
相

互
距
離
を
数
値
化
し
た
表
に
整
理
。

各
章
の
評
価
。
３
曲
相
互
間
の
距

離
は
、
第
１
～
４
章
で
は
、
ば
ら
つ

い
て
い
る
の
で
「狭
霧
」
と
「凱
歌
」

の
関
係
を
こ
の
距
離
関
係
か
ら
推

論
す
る
の
は
難
し
い
が
、
第
５
章

で
は
、
「狭
霧
」
と
「凱
歌
」
間
の
距

離
が
ゼ
ロ
で
あ
り
、
「グ
ル
ッ
ク
」

と
「狭
霧
」
及
び
「凱
歌
」
と
の
距
離

は
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
と
３
曲
間
の

距
離
と
し
て
は
最
大
で
あ
る
点
が

特
記
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら

「狭
霧
」
と
「凱
歌
」
の
ど
ち
ら
か
が

相
手
を
倣

っ
た
可
能
性
が
高
い
と

推
論
さ
れ
る
。
③
揺
さ
ぶ
り
実
験
。

物
理
学
の
世
界
で
行
わ
れ
る
素
粒

子
の
衝
突
に
よ
る
粒
子
の
破
壊
に

よ
る
構
造
分
析
に
倣

っ
て
、
「凱

歌
」

に
少
し
外
部
か
ら
振
動
を
与

え
、
音
符
を
揺
さ
ぶ

っ
て
変
化
さ

せ
て
み
た
時
に
ど
の
よ
う
に
な
る

か
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
「凱
歌
」

と

「狭
霧
」
間
で
相
違
す
る
音
を
各

章
で

一
つ
ず

つ
動
か
し
て

一
致
さ

せ
る
と
第
１
章
、
第
２
章
、
第
４
章

に
お
い
て
、
「凱
歌
」
と

「狭
霧
」
の

曲
間
の
距
離
が
ゼ
ロ
と
な
る
こ
と

が
判

っ
た
。
筆
者
に
は
難
解
。
こ

れ
に
、
は
じ
め
か
ら
距
離
ゼ

ロ
の

第
５
章
を
併
せ
る
と
両
曲
の
８０
％

が

ほ
ぼ

一
致
す

る
結
論

に
な

っ

た
。
こ
れ
と
両
曲
の
成
立
時
期
と

を
勘
案
す
る
と

「凱
歌
」
は
「狭
霧
」

に
倣

っ
た
と
結
論
で
き
る
。　
一
方
、

曲
名
と
い
う
非
常
に
大
き
な
ウ

エ

ー
ト
の
項
目
に
お
い
て
、
グ
ル
ッ

ク
の
「恋
の
凱
歌
」
か
ら
能
中
で
は

「凱
歌
」
と

い
う
名
前
を
採
り
入
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

「凱
歌
」
の
作

曲
者
が
「グ
ル
ッ
ク
」
の
原
曲

に
接

触
し
て
い
た
可
能
性
を
排
除
で
き

な

い
　
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
氏
の
分
析

と
推
論
に
は
敬
服
、
感
服
、
脱
帽
す

る
の
み
で
あ
る
。
理
系
の
方
な
が

ら
、
音
楽
と
い
う
文
系
の
事
柄
を

文
系

の
方
顔
負
け
の
仕
事
を
し
て

く
だ
さ

っ
た
。
氏
の
精
魂
込
め
た

分
析
と
比
較
を
讃
え
さ
せ
て
頂
く
。

ま
た
、
筆
者
も
半
端
で
な

い
性
分

だ
と
思

っ
て
い
た
が
、
東
大
の
方

達
の
お
や
り
に
な
る
こ
と
は
、
更

に
輸
を
か
け
て
半
端
で
な
く
完
璧

で
、
い
た
く
感
心
し
た
。

前
述
の
回
の
よ
う
に
、
能
中
０

Ｂ
の
久
喜
健
男
氏
に
よ
れ
ば
、
現

在
の
「凱
歌

・
天
馬
空
征
く
～
」
は

Ｓ
９
（１
９
３
４
）
年
入
学
時
に
は

応
援
歌
と
し
て
教
え
ら
れ
た
。
当

時
の
い
き
さ

つ
な
ど
の
記
録
が
あ

っ
た
も

の
や
ら
不
明
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
、
能
中
は
Ｓ
ｌ９
年
２

月
に
校
舎
を
全
焼
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
い
っ
た
い
ど

な
た
が
「凱
歌
」
と
し
て
編
出
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

島
崎
氏
も
述

べ
て
お
ら
れ
る
よ

う
に
、
恐
ら
く
能
中
関
係

の
方
と

は
思
わ
れ
る
が
、
永
遠
の
謎
と
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ⅸ
　
河
童
踊
の
歌

一
高

・
東
大
で
は

「狭
霧
」
の
歌

に
続

い
て
「河
童
踊
の
歌
」
を
歌

っ

て
実
際
に
河
童
の
格
好
を
し
て
踊

る
そ
う
だ
。
筆
者
の
家
内
が
駒
場

寮

で
観
た

こ
と
が
あ

る
と
言

っ

て
い
る
が
、
筆
者
も
能
代
会
員
も

観
た

こ
と

が
な

か

っ
た
。

Ｈ
３０

（２
０
１
８
）
年
１０
月
２４
日
の
キ
ャ

ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
能
代
に
て
の
第
６０

回
能
代
寮
歌
で
は
、
島
崎
氏
主
導

で
、
山
成
氏
、
加
藤
氏
、
岩
澤
諄
和

氏

（東
大
工
Ｓ
４‐
年
卒
）
、
町
田
武

久
氏

（東
大
医
Ｓ
４‐
年
卒
▼

和
子

夫
人
の
６
名
が
、
舞
台
で
河
童
の

格
好
を
し
て
「河
童
踊
」
を
披
露
し

て
く
だ
さ

っ
た
。
北
羽
新
報

に
も

写
真
付
の
記
事
が
載

っ
た
。
な
お
、

筆
者
は
Ｓ
３５
年
弘
前
大
医
入
学

・

Ｓ
４‐
年
卒
な
の
で
、
４
年
制
大
学

に
換
算
す
れ
ば
Ｓ
３９
年
卒
に
な
る
。

こ
こ
に
登
場
し
た
東
大
Ｏ
Ｂ
の
大

部
分
の
方
々
は
筆
者
と
同
じ
年
齢

か
前
後
の
方
々
で
あ
る
。

Ｘ
　
終
わ
り
に

島
崎
氏
が
Ｈ
２９

（２
０
１
７
）
年

６
月
の
第
５７
回
能
代
寮
歌
で

「狭

霧
」
と

「凱
歌
」
を
聴

い
て
「両
者
は

微
妙
に
違
う
」
と
言
い
出
し
、
筆
者

は
「長
年
の
口
伝
、
日
伝
な
の
だ
か

ら
、
違
う
の
は
当
た
り
前
」
と
言

っ

た
。
島
崎
氏
の
半
端
で
な

い
執
念

と
探
究
心
に
よ

っ
て
、
多
く
の
東

大
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
働
き
か
け
、
我

が
校

の
「凱
歌
」
の
祖
父
的

・
祖
母

的
ル
ー
ツ
が
１８
世
紀

の
オ
ペ
ラ
で

あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
直
接
、

間
接
を
問
わ
ず
、
関
わ

っ
た
東
大

の
方
々
す

べ
て
に
感
謝
申
し
上
げ

て
ペ
ン
を
濶
く
。

〔令
和
元

（２
０
１
９
）
年
６
月
脱

稿
〕
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国
体
出
場
報
告

体
操
部
顧
問
大
塚
　
孝
幸

（５７
期
）

７
月
３‐
日
か
ら
３
日
間

「響
か

せ
ろ
　
我
ら
の
魂
　
南
の
空

へ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
南
部
九
州
総
体

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
操
競
技

は
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
、
団
体
戦

・

個
人
戦
に
９
年
連
続
で
出
場
し
ま

し
た
。
ベ
ス
ト
ー６
を
日
標
に
掲
げ

試
合
に
臨
み
ま
し
た
が
、
細
か
い
ミ

ス
が
出
て
し
ま
い
、
予
選
２６
位
で
決

勝
に
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
目
標
は
達
成
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
の
大
舞
台
で

演
技
が
で
き
た
こ
と
は
、
生
徒
達
に

と
っ
て
、
大
変
貴
重
な
経
験
に
な

っ

た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
１２
日
か
ら
茨
城
県

日
立
市
で
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育

大
会
秋
田
県
代
表
と
し
て
本
校
か

ら
５
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
３
年

生

に
と

っ

て
最
後
の

試
合
で
し

た
が
、
チ

ー
ム
全
員

で
声
を
掛

け
合

い
、

自
分
の
持

っ
て
い
る

力
を
十
分

発
揮
し
た

演
技
で
終

え
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
本
校
体
操
部
の
伝
統
を

重
ん
じ
、
全
国
の
舞
台
で
活
躍
出

来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
ご
声
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

嘉
寺
チ
千
ケ
．！！！
■

出
場
報
告

柔
道
部
顧
問
　
白
口
山
　
翔

伊
藤
悠
雅

（３
年
）
が
、
全
県
高

校
総
体

で
優
勝
し
、
男
子
８‐
絶
級

県
代
表
と
し
て
イ

ン
タ
ー

ハ
イ
出

場
を
呆
た
し
た
。

試
合
は
８
月
１１
日
に
鹿
児
島
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
。
全
県
高
校

総
体
後

の
東
北
大
会

で
も
準
優
勝

す

る
な
ど
順
調

に
力
を

つ
け
、
入

賞
を
目
標

に
臨
ん
だ
。
１
回
戦

の

対
戦
相
手
は
千
葉
県
代
表

で
あ

っ

た
。
試
合
開
始

か
ら
攻
勢

に
出
る

も

の
の
、
投
げ
き

る
こ
と
が
出
来

ず
、
逆

に
相
手

に
技
有
り
を
取
ら

れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
後
攻
め
込
む

も
の
の
、
追
い
つ
く
こ
と
が
出
来
ず

敗
退
し
た
。

イ

ン
タ
ー

ハ
イ

で
は
思
う
よ
う

な
結
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
が
、
東
北
大
会
準
優
勝
、
全
国

大
会
出
場
と

い
う
結
果
を
残
す

こ

と
が
出
来
た

の
は
本
人

の
努
力
だ

け
で
は
な
く
、
様
々
な
方
面
か
ら
の

支
援

の
お
か
げ
で
あ

る
。
大
変
感

謝
し
て
い
る
。

同
窓
会
員
皆
様

の
あ
た
た
か
い

ご
声
援
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

！筆
堅
番
鉢
謙
惑
チ
ほ
，
！
一

大
会
出
場
報
告

軟
式
野
球
部
顧
問

塚
本
　
首
本嗣

（７０
期
）

８
月
末

に
兵
庫
県
明
石
市

・
姫

路
市

で
行
わ
れ
た
全
国
軟
式
野
球

選
手
権
大
会

に
２
年
連
続

で
出
場

し
ま
し
た
。

今
年
度

の
チ
ー
ム
は
、
昨
秋
お

よ
び
今
春

の
県
大
会
は

い
ず
れ
も

準
決
勝
敗
退
と
い
う
こ
と
で
、
決
し

て
県
内

で
は
頭
抜
け
た
チ
ー
ム
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

大
会

や
試
合
を
重
ね
る
た
び
に
、

個
人
あ
る
い
は
チ
ー
ム
全
体
が
成

長
し
て
い
く
様
子
が
見
て
取
れ
、

常
に

「次
」
を
期
待
で
き
る
チ
ー
ム

で
あ
り
ま
し
た
。

３
度
日

の
全
国
優
勝
を
目
標

に

掲
げ
て
臨
ん
だ
今
大
会
、
１
回
戦

で
南
部
九
州

・
厘
児
島
県
代
表

の

鹿
児
島
実
業
高
校
と
対
戦

し
、
終

盤

に
能
代
ら
し
さ
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
が
、
好
機
を
生
か
し
切
れ

ず
、
接
戦

の
末
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。
慣
れ
な

い
環
境

で
の
調
整

に

吉
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手
は

最
後
ま

で
諦
め
る
こ
と
な
く
、
粘

り
強
く
戦

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後

に
、
全
国
選
手
権
大
会
出

将
棋
選
手
権
大
会
出
場
報
告

囲
募
将
棋
部
顧
問

平
川
　
信
重
（４７
期
）

囲
幕
将
棋

部
一局
理
桜

・

加
藤
美
羽

・

吉
田
小
夏
の

３
名
は
５
月

１０
日
に
行
わ

れ
た
秋
田
県

予
選
の
団
体

戦
決
勝
に
お

い
て
、
昨
年

度

優

勝

校

の
横
手
高
校

と
対
戦
し
２

対
１
で
勝
利

し
全
国
大
会

出

場

を

果

た
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
全
国
大

会
は
７
月
３０
日
佐
賀
県
で
開
催
さ

れ
た
総
合
文
化
容

の
１
部
門
と
し

筆蝦輸棒
町れ
軒
雑
。名
ジ
松
雛

い
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
、
団
体
は
各

県
代
表
３９
チ
‐
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
大
会
は
５
チ
ー
ム
に
よ
る
リ

３ ‐
賊
岬
控
瀬
成

機
材
怯
牧
時
躍
腋

に
進
出
す

る
方
式

で
し
た
。
結
果

は
２
勝
２
敗

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン

ト

に
は
出
場

で
き
ず
全
体

で
２８
位

で
し
た
。
惜

し
く
も
入
賞
を
果
た

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
全
国
大
会

の

場
で
同
じ
志
を
持

つ
全
国

の
高
校

生
と
対
戦

し
、
日
々
の
活
動

の
成

果
を
存
分

に
発
揮
し
有
意
義
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
私
た
ち
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協

力
、
ご
支
援
し
て
下
さ
る
皆
様
の
お

か
げ
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

！佐
賞
で
学
ぶ
新
聞
作
り
　
！

新
聞
部
顧
問
　
山
崎
　
静

猛
暑

の
中

、
新
聞
部
員
束
未

裕

・
山
田
明
夏
２
名
は
九
州
佐
賀

の
地
に
降
り
立
ち
、
全
国
高
校
総

合
文
化
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
優

秀
校
の
表
彰
及
び
活
動
報
告
等
が

な
さ
れ
、
そ
の
新
聞
の
質
の
高
さ

と
発
行
日
数
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
主
な
活
動
は
交
流
新
間
の
作

成
で
す
。
初
顔
合
わ
せ
の
生
徒
が

地
域
取
材
に
出
か
け
協
力
し
な
が

ら
、
佐
賀
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

完
成
す
る
と
各
班
か
ら
拍
手
が
起

こ
り
、
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
新

聞
作
り
の
原
点
と
な
る
活
動
と
し

て
生
徒
の
心
に
深
く
印
象
づ
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

新
聞
部
そ
の
も
の
の
存
在
が
危

ぶ
ま
れ
る
秋
田
県
内
の
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、

「学
校
新
間
の
果
た

す
意
義
」
を
考
え
つ
つ
、

「校
友
時

報
」
の

発
行
を

継
続
し

て
い
き

た

い
と

思

い
ま

す
。〓

た！！！！！‐な！．目！．一駐
伊
野
計
！

書
道
部
顧
問
　
平
川
　
尚
子

七
月
に
佐
賀
県
唐
津
市
で
開
催

さ
れ
た
さ
が
総
文
書
道
部
門
に
三

年
生
の
近
藤
吉
晃
君
が
県
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
本
県
の
生

徒
は
県
の
高
美
展
の
出
品
作
品
よ

り

一
回
り
大
き
な
作
品
を
書
き
直

し
て
出
品
す
る
必
要
が
あ
り
、
か

な
り
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
近
藤

場
に
際
し
ま

し
て
、
多
方

面

か

ら

多

大

な

る

御

協

力

御

支

援
を

い
た
だ

き
ま
し
た
こ

と
を
、
こ
の

紙

面

を

借

り
て
心
よ
り

御

礼

申

し

上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。
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若
も
代
表

に
選
出
さ
れ
て
か
ら
、

５
ヵ
月
程
を
か
け
て
作
品
を
仕
上

げ
ま
し
た
。

作
品
は
こ
鐸

の
臨
書

で
す
。
線

の
大
さ
を
変
え
て
強
弱
を
つ
け
、
三

行

で
書

か
れ

て
い
る
作
品
を
四
行

に
し
て
、
縦
に
落
と
す
よ
う
に
し
て

字

の
中
心
を
ず
ら
し
、
空
間
を
作

る
こ
と
で
王
鐸
ら
し
さ
を
出
し
ま

し
た
。
審
査
員
か
ら
も

「線
の
大
細

と
強
弱

に
よ
り
、
気
脈

の
充
実
し

た
力
強
さ
と
行

の
流
れ
を
表
現
し

た
作
品
」
と
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

全
国

の
高
校
生
と
交
流
し
、
優

れ
た
作
品
を
鑑
賞
す

る
こ
と
で
、

「自
分
も

こ
の
よ
う
な
作
品
に
挑

戦
し
た

い
」
と

い
う
新
た
な
目
標

を
得

て
、
高
校
卒
業
後
も
書
を
続

け
て
い
き
た

い
と

い
う
思

い
を
新

た
に
し
た
よ
う
で
し
た
。

！　
．！
！！
！
！
！
■
一
！
！　
　
　
！
．

短
歌
甲
子
目
出
場
報
告

文
芸
部
部
長
　
佐
藤
叶
実

文
芸
部
は
８
月
１６
日
か
ら
１８
日

に
か
け
て
岩
手
県
席
岡
市
で
行
わ

れ
た
第
１４
回
全
国
高
校
生
短
歌
大

会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
３
年

堀
内
和
佐
、
３
年
鈴
木
結
依
、
１
年

佐
藤
叶
実
が
団
体
戦
メ
ン
バ
ー
、

１
年
清
水
虹
海
が
補
欠
メ
ン
バ
ー

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

団
体
戦
で
は
茨
城
県
立
下
館
第

一
高
校
、
福
岡
県
立
城
南
高
校
と

当
た
り
、
惜
し
く
も

一
次
リ
ー
グ
敗

退
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
個
人

戦
で
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
佐

藤
叶
実
が
団
体
戦

で
詠
ん
だ
短
歌

で
話
題
作
品
賞
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。今
回
の
大
会
で
、
い
ろ
い
ろ
な
高

校

の
試
含
を
見
て
刺
激
を
受
け
る

と
と
も

に
、
自
分
た
ち
を
見
直
し

て
課
題
を
見

つ
け
る
こ
と
も

で
き

ま
し
た
。
来
年
も
出
場

で
き
る
よ

う

に
、
そ
し
て
今
年
よ
り
も
良

い

結
果
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た

め
に
、
今
後
も
部
員

一
同
部
活
動
に

励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

全
国
優
勝
を
果
た
し
て

無
線
部
顧
問
　
平
俊
太
郎

無
線
部
で
は
新
潟
県
で
開
催
さ

れ
た
第
１６
回
全
国
高
等
学
校
Ａ
Ｒ

Ｄ
Ｆ
競
技
大
会
の
ほ
か
、
北
海
道

で
行
わ
れ
た
全
日
本
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競

技
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
シ

ッ
ク
部
門
で
は
大
山
紗
輝

（２
年
）

が
初
出
場

で
初
優
勝
を
果
た
す

こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も

熊
谷
翼

（３
年
）
が
男
子
ク
ラ
シ
ッ

ク
部
門
で
第
４
位
、
堀
江
優
風

（３

年
）
が
女
子
ス
プ
リ

ン
ト
部
門
で

第
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

１０
月
の
全
日
本
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技

大
会

で
は
、
堀
江
優
風
が
女
子
ス

プ

リ

ン
ト
部
門
で
優
勝
し
、
最
後

の
花
道
を
飾
り
ま
し
た
。
女
子
ク

ラ
シ
ッ
ク
部
門

で
は
、
大
塚
梨
世

（２
年
）
が
初
優
勝
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

上
級
生
だ
け
で
な
く
下
級
生
の

め
ざ
ま
し

い
躍
動

に
頼
も
し
さ
を

感
じ
ま
す
。
今
後

の
さ
ら
な

る
活

躍

に
期
待
す
る
と
共

に
、
皆
様
か

ら

の
応
援
を
胸

に
こ
れ
か
ら
も
活

動
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

７
月
に

行
わ
れ
た

第

１６

同

全

国

古同

等
学
校
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｆ
競

技
大
会
で

は
、
成
田

陽
菜

（３

年
）
が
ス

プ
リ
ン
ト

部
門
で
２

連
覇
を
果

た
し
、
有

終
の
美
を

〈体育局〉
全国大会                     ■ ■ ‐‐11■■■|11■■■!■

○選抜大会

柔道部 平 成30年度 第41回 全国高等学校柔道選手権大会 伊 藤悠41E 2い1戦敗退
○全国高等学校総合体育大会(インタ

ーハイ)
体操部 男 子 H体絡含 26位

男子団体 相 馬広夢 吹 谷奈河 液 J rl兄平 佐 々木翌
(補欠)腰 山峻大

男子個人 十日馬広夢 吹 谷森河 llx逆兄了 佐 々木翼

芳賀研心 岩 関
一樹 予 選落ち

男子個人 権 日別 あ ん馬 相 サち広け 決 勝進出

柔道部 ツ〕子81(g級 伊 藤悠雅 1い Pk敗)と

〇国民体育大会

体操部 少 年男子 秋 IH県 22位

相馬広夢 吹 矢奈河 渡 71J晃平 )サ賀研″b 佐 々木翼

東北大会

体操部 第 48回 東北高等学校体操競技選手権大会

男子団体絡含 2位

男子団体 相 馬広夢  吹 谷泰河 波 辺尭 平 lr々 木翼

(補欠)腰 1峻大

男 子個人 相 馬広夢  吹 谷奈河 波 逆晃平 芳 賀研″さ

佐々木翼 料 問
一
樹

憧日別  あ ん馬  1位  1け rl広ツ      ・

鉄棒   3位  吹 谷本河

第46回 東北裕合体育大会 体 操競技大会

少年男子 秋 il県2位

相馬広夢  吹 介泰河 渡 辺見平 芳 賀研心  佐 々木望

個人総合 6位  渡 辺晃平

梅 日),J  つ り輪  3位  吹 谷本河

柔道部
勢堺療暫調麟繍 f罷1踊尋言水健也 '

加藤諦大川̀  高 橋瑠生 谷 内哉斗 成 田専羅

男子個人 81kg級  3位  伊 藤悠 lll

第71回 東北高等学校柔道大会

男子個人81kg級  2位  伊 藤悠雅

陸上競技部 第 71回 東北高等学校陸上競技大会

男子400m障 害 予 選敗退 高 山広夢

男十二段跳  8位  大 谷航 平

女子 110m障 害 予 選敗退  小 笠原美古都

剣道部 第 65回 東北高等学校剣道選手権大会

男子同体 予 選敗退

相模11「 越 後空 木 樽秀 介 lt川 暖 佐 川HH哉 池 出峻太 井 11樹紀

女子1司人 菊 地希星  1回 戦敗退

空手道部 第 41回 東北高等学校空手道選手権大会

男子個人組手  木 村瑠生 初 戦敗退

女子個人形   佐 藤夏鈴  ベ ス ト16

水あ部 第 74回 東北水泳大会

100M平 泳 ぎ 200M平 泳 ぎ 松 に拓  予 送敗送

200M背 泳 ぎ 緩 田舜也 予 送敗退

第27回 東北高等学校新人水湯大会

100M平 泳 ぎ 200M平 泳 ぎ 松 lL拓 予 選敗退

100M背 泳 棲 田舜 世 予 送敗退

50M白 出形 阿 部恵太郎 予 送敗選

卓球部 令 和元年度 第 73回 東北高等学校卓球選手権大会

男子ダブルス 長 門幸汗  銭 谷駿  2卜 戦敗退

■ ■■■■■|■■!‐ | 1 軟
式野球部                 ■ ‐■ |■■■

香季全県大会  1回 戦 5-2 秋 ‖I    It決 勝  1-5
全国高等学校軟式野球選手権大会秋田県大会

1回戦 9-4 本 イt  代 表決定戦 15-3 能 1(工業

全国高等学校軟式野球選手権大会北東北大会

1回戦 9-2 弘 前 1米   決 勝 5-4 秋 出 「業

第64回 全国高等学校軟式野球選手権大会   1回 戦 2-4 1■ L児島実業

秋季全県大会 2回 戦 10-3 秋 ‖1尚米   決 勝 3-5 本 市

硬式野球部

春季県北大会 2回 戦 5-8

春季全県大会 2回 戦  1-0
準決勝 5-4

言季東北大会 2回 戦  1-8
全国高等学校野球選手権秋田大会

2回 戦  6-4 秋 ||1商柴  3回 戦  5-1 能 代 工業

4回 戦  7-O 大 ド1    準 決勝  0-10秋 田中央

秋季県北大会  2回 戦 10-7 大 rynr田際  準 決勝  8-7 大 舶以鳴

決勝  5-6 秋 田1北崎

秋季全県大会  2回 戦  7-2 秋 |111米  3回 戦  1-9 秋 11商来

〈文fヒ局〉
全国大会                 ■ |■■■■|■ !

無線部 第 16回全国高等学校ARDF競 技大会
スプリント競技 学 校対抗 4位

女子個人 優 勝 成 田陽来 4位  llP,に優風 8位  大  紗 協!

クラシック競技 男 子仲1人 4位  熊 谷翼

女子個人 優 勝 大 11紗"に 4位  成 出陽業
2019全 日本ARDF競 技大会
W19ス プリント 学 校対抗 5位

個人 優 勝 堀江優風 4位 大塚梨世 6位 大山秒暉 7位 |し軸吹紀

W19ク ラシック 学 校対抗 3位   個 人 優 勝 大 好梨世

新聞部 第 43回 全国高校総台文化祭 2019さ が総文 東 未絡 山 田明要

書道部 第 43回 全国高校総合文化祭 2019さ が総文 近 藤吉晃

囲碁将棋部 第 43回 全国高校総含文化祭 2019さ が終文 (第55回 全国高等学校

将棋選手権大会)荷 ll!桜 加 藤美羽 古 ‖1小夏

文芸部 第 14回全国高校生短歌大会

予送 リーグ敗退 I「u内和佐 鈴 木粘依 lfrr叶実 話 題作品賞 に 藤い1火

理数科ロケット班 ロ ケット甲子園2019
2位  任 々木留敬 ,キ賀瀬絡和i宵 樫香力 =輸 修ヒ 大和1取河

能十(工業

能代 に業  代 表決定戦 1 8 - 0  1和 1出

2 4 - 3  花 愉

本イ1     3世 1戦 1 0 - 0  大 山

湯沢翔北    決 勝  3 - 6  t t B核

来 日本 J際 吊平
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新
た
な
試
み

東
京
同
窓
会
会
長

〓
一　
浦
　
　
洋

（４５
期
）

令
和
元
年
度
の
総
会

・
懇
親
会

は
１０
月
５
日

（上
）
東
京

・
千
代
回

区
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ヶ
谷
に
て
、
山

田
校
長
、
伊
藤
総
務
主
任
、
山
本
同

窓
会
副
会
長
、
お
よ
び
能
代
工
業
高

校
東
京
支
部
同
窓
会
東
績
会
、
大

館
鳳
鳴
高
校
東
京
鳳
鳴
会
か
ら
来

賓
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
総
勢
９０
人

が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
に
は
８７
期
佐
藤
有
希
子

さ
ん
、
８８
期
佐
藤
美
那
子
さ
ん
姉
妹

が
含
ま
れ
て
お
り
、
「若
手
同
窓
会

会
員
を
対
象
と
し
た
同
窓
会
活
動

参
加
促
進
事
業
」
の
最
初
の
適
用
者

と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
に
先
立
ち
、
５‐
期
三
浦
基

英
氏
に
よ
る

「Ｄ
Ｍ
Ｏ
あ
き
た
白
神

ツ
ー
リ
ズ
ム
　
ふ
る
さ
と
は
何
を
目

指
す
の
か
？
」
の
講
演
が
あ
り
、
地

元
で
の
奮
闘
ぶ
り
を
熱
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
初
参
加
者
８
人
に
よ
る

自
己
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
続
い
て
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
２
年
振
り
に
復

活
し
た

「松
陵
ク
ワ
イ
ヤ
」
が
初
演

の

河
嵩

くヽ
甲
仰
一沼
」
と
十
八
番

の
東
京
同
窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
版

「秋

田
音
頭
」
の
２
曲
を
歌
い
あ
げ
、
会

場
か
ら
大
喝
一米
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
勢
い
づ
い
た
か
の
よ
う

に
会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
雰
囲

気
の
中
で
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ
き
、
最

後
は
６２
期
大
高
忠
勉
氏
の
前
日
上
に

続
い
て
久
々
に
応
援
歌

「日
本
海
」

を
、
続
い
て

「校
歌
」
を
全
員
で
斉

唱
し
、
恒
例
の
万
歳
三
唱

（４９
期
片

谷
浩
之
氏
）
で
締
め
く
く
り
、
成
功

裡
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

最
後
に
一
本
紙
面
を
借
り
て
今
年

の
同
窓
会
出
席
者
の
出
欠
確
認
方
法

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
備
忘
録
と

し
て
記
載
し
ま
す
。

従
来
、
会
費
未
納
者
会
員
に
対

し
て
は
往
復
葉
書
で
出
欠
確
認
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
会
費
納
入

者
と
同
様
に
会
報
を
送
付
し
、
回
答

状
況
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
会
報
誌
等
に
掲

載
し
て
い
る
メ
ー
ル
フ
オ
ー
ム
に
リ

ン
ク
す
る
出
欠
届
け
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
化
し
て
掲
載
す
る

こ
と
で
、
ス
マ
ホ
利
用
者

（若

い
世

代
）

へ
の
訴
求
を
試
み
る
と
共
に
、

「
的
８
げ
ｏ
ｏ
本
の
東
京
同
窓
会
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
同
窓
生

へ
の

周
知
範
囲
を
拡
大
す
る
目
的

で
有

料
サ
ー
ビ
ス
を
初
め
て
試
み
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ

る
回
答
が
想
定
以
上

の
７６
通

（初

参
加
者
６
人
を
含
む
）
に
も
及
ん

だ

こ
と
、
初
参
加
者

の
掘
り
起

こ

し

に
つ
な

が

っ
た

こ
と
、
受

け
取

り
人
払

い
の
出
欠
菓
書

に
本
来
要

す
る
費
用

（④
７７
円
×
７６
通
）

５
千
８
５
２
円
と
葉
書

の
印

刷
費
用

の
削
減
を
生
み
出
し

子義　比氏Ｑ隆謡哺識裁岬諄瑚韻

側
　
感
さ
せ
ら
れ
た
令
和
最
初
の

同
窓
会
で
し
た
。

牝
賊
一！≡
一

秋田県立能代高等学校同窓会本部口支部一覧 同
窓会本部のEメルアドレス
noshirohs―dousou③ shirakami orip 2019/10/31現行

名   称 所在地(事務局住所または会長宅) 宛先 (代表者名) 電話 fax 会長名 支部長名 期

本

部

被

会偏
窓
能

同

〒016-0184        ム

秋田県能代市字高塙2-1

秋田県立能代高等学校内
http:〃www sh rakami orjp/~nosh rohs―dousou/

能 代 高 校

同窓会事務局

0185-54-2230
iax01 85-54-2231

森田新一郎 40

支

東京同窓会
〒270-2212

千葉県松戸市
能高東京同窓会事務局
アドレス yohm ura③msn corn

三 浦 45

秋 田 支 部
〒01 0 - 0 9 5 1

秋田市山王6丁 目18-11
平川 信 夫(36期)

018-863-3200
iax0 1 8-865-2632

平 川 信夫 36

県庁能高会

〒010-0951

秋田市山工4丁 目1-2

秋田地域振興局 総 務企画部

県席能高会事務局
佐藤 徹 (51期)

018-860-3312
fax0 1 8-860-3860

タヰ屋 1夕美 49

北 海 道 支 言F

T060-0062

札幌市中央区南2条西7丁 目5-6

(株)雪研スノーイーターズ内

事務局長

大槻 政 哉(58期)

011-272-3540

fax0 1 1-272-3550
佐藤  毅

近 畿 支 部
T655-0002

兵庫県神戸市垂水区小束山5丁目6-7
平川  長 (29期 )

078-794-0998

fax電話と同じ
平 川 長

ニツ丼支部
〒01 8 - 3 1 0 4

能代市エツ丼町字沢口82-40
事務局
小林 勝 幸(47期)

0 1 8 5 - 7 3 - 3 9 3 5

fax電話と同じ
丸岡 ― 直 40

町

会

里

陵

藤

松

〒01 8 - 3 2 0 1

秋田県山本郡藤里町藤琴字家の後67
事務局
川村 千 昭(48期)

090-9530-7880 (未定)

松陵津軽会
T038-2206

青森県西津軽郡深浦町大字松神字下浜松1-1
田口  彰 (35期 )

0173-77-2322

Fax01 73-77-2676
田口   彰


